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はじめに

技術サービス部は平成 17年4月に事務局(当時の学術協力課内)技術室から

学長直属の組織として独立し 7月に『技術サービス部』に名称変更して現在に

至っています。この組織変更は 2つの重要な意味を持っています。

第ーは(大学にとっての意味)、これまでともすれば教員と事務職員の聞に埋

もれがちであった技術職員の存在を、教育・研究を下支えする存在として大学

全体で再認識し、その活性化のため一定のリソース投入を可能にしたことにあ

ります。めざすところは、様々な意味で技術職員がより働きやすい環境を実現

することにあります。

第二は(技術職員にとっての意味)、現在20名在籍する技術職員全体の組

織的一体感を醸成すると共に、個々の技術職員に大学を支える一員としての自

覚を促し不断の自己研鎖を求めることにあります。即ち、支援を手厚くするこ

とに伴うより大きな責任を果たして頂くことを求めるものです。これは、技術

職員の自立=組織依存からの脱却をめざすものです。

大学全体の組織体制としては、技術サービス部は、技術職員が一体的に所属

する組織であり(派遣元、と考えられる)、技術職員が日常業務を行う 4つのセ

ンターは技術サービス部からの技術職員の派遣先と位置づけられます。この意

味で、日常業務をご計画・ご指導頂く各センター長には、部長補佐として技術

サービス部に所属して頂き、技術職員に関する業務、労務・労働環境、将来計

画等の問題に関し技術サービス部長を補佐するかたちでの活動をお願いしてい

ます。

今後も技術サービス部の活性化に向けて様々な施策・計画・提案の実行を考

えていますが、それらの発展的継続のためわれわれが果たすべき義務は、サポ

ートをして頂く大学や社会全体に対し、技術サービス部、及び個々の技術職員

の日常活動や業務についてできる限りオープンにしていくことだと考えていま

す。

この度、発足3年半にして、技術サービス部独自のホームページを初めて立

ち上げ、続いてこの最初の年次報告書(年報第 1号)を発行することになりま

した(平成21年 11月頃刊行・頒布予定)。これらは、技術サービス部の学

内外への説明責任を果たす第一歩であり、今後さらに内容の充実強化を進めて

いきたいと考えています。技術サーピス部に関心をお持ちのすべての学内外の

方々に、今後ともご支援と継続的なチェックをお願いする次第です。

技術サービス部長 山田省二(学長補佐)
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1沿草

平成 E年 1O~ 北陸先端科学技術大学院大学聞学

情報科学研究科彼置

陣成 3年 材料科学研究科、情報科学センター叡置

早成 4年 新素材センタ- .. 置

軍成 7年 4月 研究協力割研究協力幌研究企画係技術室発足

陣成 8年 知棟科学研究科叡置

車成 10年 知書医科学教育研究センタ- .. 置

早成 13年 遺輔教育研究センター設置

陣成 14年 ナノマテリアルテクノロジーセンター世置

{新素材センターを改組j

車成 17年 4月 設術室殴置

(華街室長による運営開始.事務局から組立.) 

7月 技術サーピス部左改称現在に至る

マテリアルサイエンス研究科世置

{材料科学研究科を名称費更)

2 組蝿園〈平成21年 10周現在〉

値幅サービス~

学長
値幅サービス都畏
(字星捕佐)

値幅サービス酢畏補佐 倍輔専門瞳員

(情帽科学センヲー畏)
主任値幅随員

値幅サービス~畏補佐

廿ノマテ'm斤ウノロトセン事-0回[醐酬
館副サービス酢畏補佐 倍揃随員
聞置H字鞄育研究セン宇-11)

値幅サービス~畏補佐

Ii星隅教育研究センヲー畏) L 事暗. .  
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3 構成員{平成"年"月現在〉

部長 山田省一

情報科掌センター長 桧樽照男

部長補佐 (441)
ナJマテ灯時"，γ-i::th畏 佐.木伸太郎

知職科学量育研究センター長 宵本一志

遣問教育研究センター畏 安藤敏也

主任錬術専門職員 木戸孝一

主任技術職員 岡本忠男

主任まを術職員 中野棺晶

主任技術職員 間藤真人

情報科学センター (9名) 主任技術職員 小坂秀

主任後術職員 上埜 "銅

技術職員 =::t寺政友

銭術職員 須藤千恵

技術職員 宮下夏首

主任技術職員 東 嶺 孝

主任後術職貝 館登量治

技術職員 伊藤帳晃

"マ"'1.附n~v -t'Jト (8名)
銭術職員 大坂 生

主任筏術職員 木村 郎

技術職員 村上達也

主任技術職員 宇 野 宗 跡l

技術職員 仲林帯司

知蹴科学教育研究センター(1)1'，) 緩衝職員 福島情僧

遺輔教育研究センター (2名)
主任筏術職員 辻載樹

設術職員 但馬 . 
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4 各センターの業務内容

センター 業務内容

情報科学センターは，先端科学技術分野に関するあらゆる教育・

研究ニーズに対応するため，超高速ネットワークを利用した高性

能で大規模なデータストレージサービスと超並列計算機群による
情報科学センター

コンピュテーションサービスを提供し，インテリジェント・キャ

ンパスの基盤となる世界でも有数の大規模情報環境を構築・集中

管理しています。

ナノマテリアルテクノロジーセンターは、ナノメートル (100万分

の1ミリメートル)の世界で起こる現象の理解とナノサイズの計

ナノマテリアル 測、加工、デノ〈イス技術、すなわちナノテクノロジーを推進する

テクノロジーセンター ためのセンターです。マテリアルサイエンス研究科を中心とする

学内組織と協力し、ナノテクノロジー分野における研究、教育を

支援するとともに、この分野の研究の先導的役割を果たします。

知識科学教育研究
知識科学教育研究センターは、知識科学研究科と連携し、先駆的

知識創造環境の研究開発を支援・推進するとともに、高度知識創
センター

造社会での即戦力となる人材を育成・輩出します。

遠隔教育研究センターは、遠隔教育を通じて本学の教育研究の多

様化、高度化に取り組むことを目的に設置されました。遠隔教育

遠隔教育研究センター
に関する研究、企画、システムの開発・運用、実施・推進に関わ

る業務を所掌しており、特に遠隔教育の実施・推進については各

研究科・センターを結ぶコーディネーターとしての役割を担って

います。




